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令
和
５
年
度
第
２
回
目
の 

「
安
全
つ
う
し
ん
」
で
す
。 

今
回
は
、
林
業
普
及
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
た
刈
払
機
作
業
の
安
全

衛
生
教
育
を
受
講
さ
れ
た
林
安

全
委
員
長
か
ら
の
報
告
で
す
。 

八
月
十
八
日
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
野
洲
市

に
あ
る
林
業
普
及
セ
ン
タ
ー
に

て
、
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す

る
安
全
衛
生
教
育
を
、
当
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
８
名

が
受
講
し
、
全
員
が
「
労
働
安
全

衛
生
特
別
教
育
等
修
了
証
」
の
交

付
を
得
ま
し
た
。 

座
学
で
は
次
の
６
項
目 

➀
刈
払
機
の
構
造
等 

②
刈
払
機
を
使
用
す
る
作
業 

 
 

③
刈
払
機
の
点
検
及
び
整
備 

 
 

 

④
災
害
事
例 

⑤
振
動
障
害
及
び
そ
の
予
防 

⑥
関
連
法
令
等 

 

午
後
は
、
受
講
生
１
人
ず
つ
、

講
師
の
指
示
す
る
箇
所
の
草
刈

り
を
自
分
の
刈
払
機
で
行
い
、
審

査
を
受
け
ま
し
た
。
刈
方
に
は

各
々
癖
が
あ
り
、
事
故
発
生
ま
で

至
ら
な
く
て
も
そ
の
可
能
性
が

あ
る
者
に
対
し
て
は
、
講
師
が
そ

の
場
で
注
意
を
さ
れ
ま
し
た
。 

一
日
研
修
を
受
け
て
、
私
が
今

後
の
作
業
で
気
を
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
こ
と
を

次
に
記
し
ま
す
。 

⑴
刈
払
機
の
構
造
等
を
十
分
に

理
解
し
正
常
な
状
態
に
管
理

す
る
こ
と 

⑵
作
業
前
に
作
業
者
全
員
に
作

業
計
画
、
危
険
個
所
が
あ
る
場

合
は
そ
の
内
容
を
全
員
に
周

知
す
る
こ
と 

⑶
刈
払
機
の
便
利
さ
と
危
険
性

を
頭
か
ら
離
さ
な
い
こ
と 

⑷
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

作
業
は
、
複
数
人
数
で
行
な
っ

て
い
る
が
作
業
者
同
士
の
間

隔
を
５
ｍ
以
上
空
け
る
こ
と 

⑸
斜
面
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、 

斜
面
の
上
下
で
は
同
時
に
作
業 

し
な
い
こ
と 

そ
の
他
注
意
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
こ
と
は
多
く
あ
り
ま

す
が
、
常
に
、
事
故
防
止
に
つ
い

て
い
つ
も
考
え
る
と
と
も
に 

作
業
者
同
士
の
情
報
交
換
を

行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。 

 

安
全
委
員
長 

林 

吉
次 
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〔
賠
償
事
故
〕 

❶
発
生
日 
７
月
２４
日 

場 

所 

秦
荘
地
区 

東
出 

内 

容 

草
作
業
中
に
農
具 

 

の
放
置
に
よ
り
、
通
行
車
両
の 

タ
イ
ヤ
を
パ
ン
ク
さ
せ
て
し 

ま
っ
た
。 

事
故
原
因 

道
具
の
放
置 

使
わ
な
い
器
具
や
道
具
の
整

理
、
整
頓
、
清
潔
の
３
Ｓ
は
、

ど
ん
な
作
業
現
場
に
お
い
て

も
基
本
の
安
全
対
策
で
す
。 

 

 

〔
傷
害
事
故
〕 

❷
発
生
日 

８
月
９
日 

 

場 
 

所 

愛
知
川
地
区
市 

内 

容 

剪
定
作
業
中
に
、
ブ 

ル
ー
シ
ー
ト
で
剪
定
予
定
の 

樹
木
の
周
囲
を
覆
っ
た
。
そ
の 

後
作
業
に
入
る
と
き
に
、
ツ
ツ 

ジ
と
庭
石
の
上
に
踏
み
込
ん 

だ
時
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
約
一 

メ
ー
ト
ル
下
の
地
面
に
落
下 

転
倒
し
た
。 

 

事
故
現
場 

           

こ
の
作
業
現
場
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

両
方
の
案
件
と
も
、
作
業
準
備
中

や
道
具
の
整
理
の
悪
さ
な
ど
、 

 
 

普
段
の
作
業
の
中
で
、
慣
れ
た
場

所
で
あ
る
こ
と
や
、
思
い
込
み
う

っ
か
り
な
ど
か
ら
発
生
し
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
仕
事
に
お
い
て
も
、

危
険
や
リ
ス
ク
は
潜
ん
で
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
も
今
回
の
案

件
を
「
他
山
の
石
」
と
せ
ず
、
我

が
事
と
し
て
お
互
い
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

 

 

今
回
、
令
和
５
・
６
年
度
滋
賀

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安

全
就
業
推
進
標
語 

最
優
秀
作

品
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
の
市
川

美
智
子
さ
ん
の 

「
安
全
は 

心
で
注
意 

 

目
で
確
認
」 

が
採
用
さ
れ
８
月
３１
日
第
一
回 

 

安
全
・
適
正
就
業
推
進
会
議
に
て 

発
表
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

   
 

 

          

   

 

自
転
車
の
保
険
加
入
が
滋
賀
県

は
義
務
に
な
り
ま
し
た
。 

                   

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
も
強
制
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
転
倒
し
た
時
の

頭
の
保
護
の
た
め
に
、
か
ぶ
り
ま

し
ょ
う
！！ 

 

最

近

発

生

し

た

事

故

事

例 

県

の

安

全

標

語

に

採

用 


